施設処遇会議　議事録

と　き：H18.9.11　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・長谷部G.O.M・山田・小田・小坂・小松

（欠席者：C.E.O・村田I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・清水G.O.M山口・佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小松

議題

１：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

２：冨田　紀子様（青明舎利用者様）の処遇について

３：五日市　公様（青風荘入所者）の処遇について

１：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：心因反応、精神遅滞

　＜問題点＞

1 気分、欲求に忠実に行動し、日課に支障をきたす。

介入方法→・金銭の使用に関しては、自分の意見を自由に出させ、本人が自分で自分の行動を振り返る事が出来きるよう、職員が管理する状態とならない対応をしていく。

　　　　　・本人の行動意識の向上には限度があると考えられる為、夫の関わり、自宅やデイケアの環境といった環境因子に対して働きかけを行う

＜評価＞

青山入所に関して、夫、本人の動機や目的がない事と、夫も保清面や浪費に関して何か言うわけでもなく一緒に外出したりしていた。施設側では、何回か夫と話し合いを設けニーズを聞き出そうとするも具体的な話は出てきていない。今まで自宅にいながらカラオケへ出掛けたりして社会で生活してきているのだから、青山入所の必要があったのか疑問がある。夫が退所してもいいと言うのであれば退所としてもいいのでは？ケアプランについては、職員のこうなって欲しいという希望で本人や家族の意見が入っていないように感じる。

しかし、10/5によこまちへ行かれ、そのまま戻って来られずに自宅へ帰った件では、この事により本人が「寂しい」と感じカラオケに行くのではなく、自分の生活を振り返れたのが大きな進歩。今後、帰れた事をフィードバックし、本人がどう感じたのか引き出し、自分の言葉に出来るようアプローチしていく。夫にも協力をして頂き、本人が出来ている事は評価して誉めてあげる。また、関係機関は統一したケアを行なうように連携する事が必要。

· いなくなった場合の連絡、捜すポイント

· いなくなったのが、わかった時点での報告が必要。

· 捜す際には、必ず職員２名で捜す。また、他の部署への応援を要請する。

· どこを捜すのかを決める。

· 捜索をしている所が把握できるよう、一人は施設に残る。見つかった場合は他の人へ連絡。

· 本人の所持金の把握が必要。それで、大体の捜索範囲を把握する。

· いなくなった場合は、慌てずに冷静に対応する。

· 本人が、今日きていた服装など、日頃意識して観察する。

· 捜索時、常に連絡を取り合うことが必要。

　２：冨田　紀子様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 　突発的に被害的な発言を他者に振り、トラブルを招く事がある

　介入方法→・（青明者：ミーティング時）ミーティングの場で、トラブル防止の為、自室の鍵の施錠を忘れずに行なうように声掛け。

・（青明者→入所者）被害的な発言に対して、事実がない時には、本人に対して否定し、そのような発言がいつもあると困る事をはっきり伝える様に説明。いいにくい場合には、青明舎に相談するよう伝える。

・他者からの指摘や注意を受け入れられない時はには、職員が介入し、その理由や裏付けの部分も加えながら説明し理解してもらう。

＜評価＞

　本人の問題点として服薬・金銭管理が出来ない。自分でコントロールが出来ない為、退所していく上でこの問題点をどのように管理していくのかを家族と話し合って確認しながらプランを立てていく。生活保護を受ける際には、いくらを本人に渡していくのかも決めていく必要がある。退所後の生活には、ある程度の枠を決め、その中での生活である事を本人にも伝え、理解を求めていく。

３：長瀬　紘一郎様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　合併症：食道狭窄

　＜問題点＞

1 食道狭窄（食物を多く口に運び詰まらせる。また、詰まったのが取れないからとの理由　　

　　　　　　でそのままにし、事後報告となる）

　介入方法→・今回の件に関し、デイナイトケア・青山荘・外来に情報提供を行なう。

　　　　　　　＜関係機関⇔青明舎＞

　　　　　　　・食事摂取状況、食道の状態、体調に変化があった時の情報提供・情報収集

　　　　　　　＜青明舎→本人＞

　　　　　　　・本人宅へ訪問し食事内容の確認と食事摂取の指導

　　　　　　　・食道に詰まった時には情報収集、必要があれば病院受診同行

　　　　　　　・家族への情報提供、連絡

＜評価＞

　うみねこ幸房を利用しているのであれば、通所した際に、鍵をかけてきたのか本人へ確認をし、かけてきた場合には、鍵を忘れずにかけてきた事を評価して、本人へ振り返って頂き安心して頂く。洗濯に関して、水量が分からない場合には、実際に衣類の重さを量るなどして実際にどの量でいいのか具体的に指導し、スタッフと確認する。「お金を取ったでしょ」と被害的な発言があるのであれば、小遣い帳を記入していただくなどをしてもらう。

３：五日市　公様（青風荘入所者）の処遇について

　　病名：てんかん精神病

　＜問題点＞

1 着替えたがらず、同じ服を着ている。清潔感がない。

介入方法→・定期的に部屋を訪問し季節に合わせた衣類の助言をする。

　　　　　・定期的に洗濯の声掛けをする。

2 自分から他者との交流を持つ事が少ない。

介入方法→・デイナイトケアを利用し交流の場を設ける。

　　　　　・興味・関心のある話題を提供し、コミュニケーションを図る。

3 人間関係に於いてストレスを溜めやすい。

　　介入方法→・イライラ感を訴えた場合は、その都度職員に話せるように援助する。

＜評価＞

　兄氏の年齢、体調を考えれば、成年後見人などの検討も視野に入れておく必要がある。低ナトリウムもある為、半年、1年に1回電解質の検査を行っていく必要がある為、主治医へ報告し検査を施行して行く必要がある。

